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G-70 エフェドリン塩酸塩（手術時における低血圧症等）の算定について 

 

《令和 6 年 12 月 5 日新規》 

 

○ 取扱い 

 手術時における低血圧症又はショック状態等の適応傷病名がない場合

であってもエフェドリン塩酸塩（ヱフェドリン塩酸塩「ナガヰ」注射液）

の算定は、原則として認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 エフェドリン塩酸塩の添付文書の効能・効果の一つに「麻酔時の血圧降

下」がある。また、薬理作用として血圧上昇作用を有する。 

 術中麻酔においては、圧受容器反射系の機能が抑制されるため、少量の

出血で予期せぬ低血圧に陥ることや、麻酔薬の影響による低血圧が認めら

れることがあり、この場合、当該医薬品が用いられる。 

 以上のことから、手術時における低血圧症又はショック状態等の適応傷

病名がない場合であっても、当該医薬品の算定は原則として認められると

判断した。 

 


